
   

. 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

■湘南の森 

定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：11月 10日（金）、25日（土） 

情報の必要な方は、下記 HPでチェックをお願いします。 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/                                   (和田記) 

 

★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の 11月、12月の定例作業予定は、次のとおりです。 

日 時：11月 4日（土）、12日（日）、13日（月）、20日（月） 

        12月 2日（土）、10日（日）、11日（月）、18日（月） 

活動時間：10:00～15:00                                                               （福田記) 

 

 
 
 

目 次 
 
 

1P 活動予定 

5P 活動報告 

15P  リレーエッセイ 

17P 月刊ブックレビュー 

18P 森のエピソード 

19P 掲示板 

19P 編集後記 

 

 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  https://www.jfik.org/ 

 

ウメモドキ＠名瀬   （撮影：福田 渉） 

   （撮影：福田 渉） 

 

） 

活動予定 

http://shonan-mori.sakura.ne.jp/
http://ml.jfik.org/kaiin/format/kanagawakai.png
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★■フォレスト 21「さがみの森」 

「フォレスト 21さがみの森」は毎月第 2土曜日と第 4 日曜日に定例活動をしています 

11月は、11日(土)、26日(日)に定例活動を予定しています。 

活動内容は、実生苗の獣害対策としてのネット張りを予定しています。 

■集合時間：8：30 

■集合場所：橋本駅(JR横浜線・京王線)南口マクドナルド前 

■参加費 ：300円 

レンタカーに乗り合わせて約 30分 

■ヘルメットや道具等は現地の倉庫にあり、借りられます。 

■天候等による中止の場合 

降水確率が終日高い、台風・雪など活動中や現場までの道のりに危険が予想される場合は中止します。 

 その際は、前日の 18時までに「調整さん」に中止の旨を書き込みます。            (久保記) 

 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「錦秋の鎌倉・二階堂を訪ねる」  

今回は山路洋護さんが企画しています。 

日 時：11 月 22 日（水）、25 日（土） 注：両日とも雨天中止 

集 合：JR鎌倉駅 東口改札外 10 時（※集合場所にご注意ください） 

解 散：鎌倉宮 14：30頃を予定 

募集定員：各回 50 名 

コース概要：JR鎌倉駅東口(集合) →(路線バス)→ 大塔の宮バス停 → 鎌倉宮 → 覚園寺(昼食)→ 永福寺跡 → 

瑞泉寺 → 護良親王墓 → 鎌倉宮(解散) 

※歩行距離約 4.0 ㎞ 

鎌倉の奥座敷・二階堂、路地に入れば今なお自然が色濃く残るこの地では、周囲の風景とそこに流れる悠

久の時を楽しみましょう。 

悲劇の護良親王終焉の地に建つ鎌倉宮（大塔宮）、薬師如来像など仏像彫刻の多彩さは鎌倉でも有数な覚園

寺、二階堂とも呼ばれ、現在の地名ともなっている永福寺跡、迫力の岩庭と四季の花に埋もれた瑞泉寺、二

階堂の小高い丘に眠る悲運の皇子、護良親王墓を巡ります。 

申し込み：実施日の 5日前までに、JFIKホームページ参加申し込みフォームで申し込んでください。 

申し込み状況によっては受付締め切り期日前に受付を終了する場合がありますので、ご了承下さい。 

その他：申し込み・企画の詳細は JFIKホームページに掲載しておりますのでご覧下さい。 

JFIK会員によるサポートスタッフの募集を行っています。ご協力いただける方は、鈴置までご連絡ください。 

 

＜サポートスタッフについて＞ 

「神奈川の身近な自然を訪ねて」は、1班～4班 or 5班に分かれて散策します。 

各班には JFIK会員がリーダー（ガイド）として付き、解説等を行いながら散策します。 

サポートスタッフは各班の最後尾に付いていただき、おもに安全確保（人数確認、道路横断時のサポート、階

段等での注意喚起等）についてサポートしていただきます。 

尚、サポートスタッフを何度か経験していただき、「神奈川の身近な自然を訪ねて」の状況を把握していただい

た方の中から、安全担当やリーダー（ガイド）をお願いするようにしています。 

詳細については、鈴置にお尋ねください。  

 

＜2023 年 12月～2024年 3月の予定＞  注：予定は変更になる場合があります。 

Ⅰ.2023 年 12月 20日(水）、23日(土)：都筑区・センター北駅～都筑ふれあいの丘駅周辺地域 
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Ⅱ.2024 年 1月 24日(水）、28日(日)：寒川神社とその周辺地域 注：曜日に注意 

Ⅲ.        2月 10日(土）、14日(水)：小田原市・曽我地域 

Ⅳ.     3月 13日(水）、16 日(土)：都筑区・北山田地域 

＝参加申し込み受付について＝ 

参加申し込みは、当会ホームページに案内が掲載されるまでお待ちください。 

当会ホームページに案内が掲載される以前に参加申し込みの受付は行いませんのでご注意ください。  (大橋記) 

 

★■四季の森公園「特定植物観察会～紅葉観察会」手話通訳付き予定 

 真っ赤なイロハモミジやニシキギ、オレンジ色のコハウチワカエデ、黄色に色づくハナノキやイタヤカエデ

などなど、11 月下旬から 12 月初旬は、色づいた樹々と地面に敷き詰められた葉っぱのグラデーションを楽しむ

のにちょうどよい時期です。初冬の一日を錦秋の里山で過ごしましょう。事前下見からの参加がお勧めです。 

事前下見：メーリングリストでお知らせします。 

当日下見：12月 3日（日）10：30～12：00 北口管理事務所前集合 

本  番：12月 3日（日）13：00～14：30（12：45受付開始） 同上集合 

スタッフ：リーダー：日比野、サブリーダー：佐藤(淳)、嶺 

 

本番に参加される場合は、公園に電話（045-931-7910）か管理事務所窓口でお申し込みください(メール不

可）。 定員は 手話通訳を必要とされる方を含め 30 名、申込期間は実施日直前の 1 週間です。スタッフへの連

絡は必要ありませんが、当日は現地で声をかけてください。下見に参加される場合は、リーダーにご連絡くだ

さい。資料を送ります。下見だけの参加も大歓迎です。多くの会員の方々のご参加をお待ちしています。 

(日比野記) 

 

■室内勉強会（Zoomオンラインで実施） 

11 月の室内勉強会は R3 の加納裕美さんが講師です。今回は加納さんが軽井沢で自然保護活動やエコツアー等を

行なっている「ピッキオ」のプログラムに参加された体験談を中心にお話し頂きます。講師も概要の中で書か

れているように他団体の活動を深く知ることは、我々JFIK にとって様々な気づきや新たな活動のヒントに繋が

ります。ベテランの方々も含め、多数のご参加を心待ちにしています。  

 

日  時：11月 10日（金）19:30～21：00 

講  師：加納裕美 (R3) 

テーマ：ピッキオと軽井沢 

概  要：中軽井沢の星野リゾートエリアにあるピッキオはご存知ですか？ 

軽井沢野鳥の森を拠点にネイチャーツアーや熊の自然保護をしている団体です。 

8月下旬にピッキオで 1週間インターンシップを経験してきました。 

ピッキオが夏季に行っている全てのプログラムに参加し、スタッフの方々と共に同行させていただきました。

また 1週間寮で生活し、その時のお話や軽井沢の豆知識、ピッキオのことやプログラムのことなどお話させてい

ただきます。他団体を知って己を知る・・・！どうぞお気軽にご視聴いただければ嬉しいです。  （講師記) 

 

日が近づきましたら、会員の皆さんに Zoom ミーティングに入るための URL と参加要領をメールでお送りします。 

お使いの PCやスマホから URLをクリックしてご参加ください。皆さんのご参加をお待ちしています。                                
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問合せ先：室内勉強会担当  嶺 義則 📩：ugk58629@gmail.com          📱：090-3532-0479 

              佐藤 淳 📩：sato.forest2807@gmail.com  📱：080-1081-1034  

                                               （佐藤淳記) 

 

■山こい倶楽部第 98回企画「大岳山」 

11月の山こいは奥多摩の大岳山です。 

片方の肩を翼のように広げた個性的な山容で日本二百名山及び花の百名山の一つに数えられている奥多摩三山

（御前山、三頭山、大岳山）の一つです。山頂からの丹沢山塊、富士山、遠く小金沢山嶺の景色と紅葉が期待

されます。下りは御嶽山に下山します。今回のリーダーは松井、サブリーダーは中澤靖彦さんです。 

 

期 日：11月 11日（土） 

集 合：武蔵五日市駅 バス停１番乗り場 8：15 

   （8：22発 上養沢行きバスに乗車） 

行 程：武蔵五日市駅 8:22→バス→大岳鍾乳洞入口 8:52(9:00発)～大岳鍾乳洞 9:35〜大滝 10:05(10:15) 

   ～馬頭刈尾根稜線 11:45(11:55)～大岳山荘 12:30〜大岳山山頂 12:40(昼食 13:10)～芥場峠 13:45 

   ～綾広の滝 14:05(14:15)～長尾平分岐 14:45～御岳山ケーブル駅 15:15 

持ち物：飲み物、昼食、行動食、雨具、防寒具、医薬品、地図、コンパス、(スパッツ)、(ストック)、 

ヘッドランプ(予備電池)、携帯電話(スマホ)、マスク、健康保険証、その他秋の登山に必要な物 

歩行時間：5時間 25分  

リーダー：松井公治（070-9093-5045)、サブリーダー：中澤靖彦（090-2544-5506） 

 

その他 

* 発熱など、コロナウィルスに感染の疑いのある場合は参加をご遠慮ください。 

* 会としての保険はかけません。山岳保険（救援保険）などは各自で加入願います。 

* 天候などで中止の場合は参加者へ前日の 20時までに連絡いたします。 

* 不明な点は事務局までご連絡ください。 

  参加を希望される方は 11 月 8 日（水）までに松井 ma1950koji@yahoo.co.jp までメールでお申し込みくださ

い。                                                                         (山こい事務局 松井公治) 

 

■森こい倶楽部第五十二回案内 

以下、ご案内しますので、新会員の皆様、ご家族、ご友人含めて、気楽にご参加ください。 

テーマ：篠原城址から小机城址の名木古木、新横浜公園の渡り鳥（横浜市港北区） 

プラス Oneテーマ:竹林  

開催日：12月 3日（日）10:00～15:30 

集 合：JR横浜線 新横浜駅 北口改札外 10：00 

リーダー：石川 雄一（25年） 

参加費：500円（保険代含む）所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記具など。 

コロナ感染対策:ガイドは原則マスクをしますが、参加者の皆様は自己判断でお願いします。 

申し込み：ご参加の方は、12 月 1 日（金）迄に下記久野宛連絡ください。初参加の方は携帯電話番号もお願い

します。 

メールアドレス：masakihisano77@yahoo.co.jp TEL:090-8280-1816 

mailto:ugk58629@gmail.com
mailto:sato.forest2807@gmail.com
mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
mailto:masakihisano77@yahoo.co.jp
tel:090-8280-1816
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概要・行程 

相鉄・東急新横浜線の開業で利便性が向上した新横浜ですが、篠原口は静かな佇まいのままです。篠原～岸根

～小机と続く丘陵地には豊かな自然が残っています。篠原城址から小机城址の間には、歴史ある寺社の名木古

木、岸根公園などの眺望が楽しめます。鶴見川流域センターでは防災の大切さを学び、新横浜公園多目的遊水

地では渡り鳥の飛来を期待し、日産スタジアムを含めた広大な遊水地の機能も実感しましょう。11 月に入って

も高温が続きそうな気配ですが、変化に富んだ初冬の色づく気配をお楽しみください。 

コース概要：新横浜駅🚻→正覚寺→篠原城址緑地→長福寺→篠原八幡宮→東林寺🚻→岸根公園🚻（昼食）→ 

貴雲寺🚻→三会寺→本法寺🚻→小机城址市民の森🚻→鶴見川流域センター🚻→新横浜公園（鶴見川多目的遊

水地）🚻→日産スタジアム🚻→新横浜駅🚻（解散） 

歩行 9 ㎞（アップダウウンが若干あります）途中でのエスケープ可能です。 

少雨決行：荒天等で中止する場合は、前日 17:00までに JFIKメールで連絡します。 

 

以降の予定 

1月 14日（日）（第二週） 早川ビランジュ街道から早川漁港、小田原城遺構へ（小田原市） 

2月 4日（日） 新林公園から片瀬山公園へ、富士の眺望を楽しむ（藤沢市） 

3月  3日（日） 春の渋沢丘陵・震生湖から中井吟行の道（秦野市・中井町）    （事務局代表 久野） 

 

 

■かながわジュニア・フォレスター教室 2023 第 2回｢森で遊ぼう｣ 

 

 

日 時：10月 21日(土) 8：30～16：00 曇時々晴 

場 所：神奈川県立秦野戸川公園園路及びバーベキュー場 

参加者：36名（子ども 23名、大人 13名） 

JFIKスタッフ：大槻､角田､加藤､加納､河野､佐藤(淳)､豊川､西岡､中澤(均)､羽田､松田､渡邉 

公益財団法人かながわトラストみどり財団：藤本 看護師：佃 

活動報告 

集合写真 
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概 要： 

3 年振りの開催となった昨年は定員の倍近くの申し込みがあり盛況でした。今年も定員の 50 名ほどの申し込

みがありましたが、インフルエンザの流行の影響かキャンセルが相次ぎ、40 名の参加予定者となりました。さ

らに、当日もキャンセルがあり、36名となりましたが予定通り 6班体制でスタートしました。 

 芝生広場で 9 時 15 分より開会式とオリエンテーション。

かながわトラストみどり財団藤本さんの挨拶のあとスケジュ

ール等の紹介、安全についてはヒルとスズメバチ等に注意す

ること、川に近づかないように説明をしました。体操で身体

をほぐした後班別に分かれて出発。園路を辿りつつ、植物と

昆虫等の観察です。満開のコスモス、大きな果実の付いたフ

ジ、紅葉の始まったイロハモミジでは回転しながら落ちる種

子、落葉の始まったカツラ等、各リーダーの丁寧な説明を聞

きながら参加者はバーベキュー場に向かいます。バーベキュ

ー場に向かう手前の道ではカツラの落葉を拾い「醤油せんべ

い」の香りを体験しました。 

 10 時 15 分よりメインイベントであるバウムクーヘン作り

です。10日前のスタッフのみの下見の経験から、炭火おこし

については、マッチの使い方と着火剤への点火までは子供た

ちにやって貰いますが、その後の炭火の調節はスタッフが行

うようにした班が多くありました。またマッチでは擦って発

火はできるが、その火を着火剤に付けることが子供達には難

しかったようです。 

次にバウムクーヘン作りに取り掛かります。下見時のテス

トから生地がゆるくなり過ぎないように牛乳の量に注意しま

した。次に節を抜いた直径約 10cm 長さ 1.5m の青竹の両端を

2人で持ち、中央 30cmの幅にお玉で生地を塗り回しながら炭火で焼きます。 

バウムクーヘン作りは各班に大きな違いが見られ、4 年生以上の多い班は焼き上がるまで頑張る場合が多いの

ですが、低学年の場合 2,30分で飽きてしまい、スタッフ、保護者のみで仕上げる班もあったようです。 

 出来上がったバウムクーヘンの形は班によりにバラつきが見られ、スズメバチの巣のように丸く仕上がった

班、横から見ると長方形になったもの等色々でした。少し冷やして両端を切り落とし青竹を回しならゆっくり

バウムクーヘンを抜きます。切ったバウムクーヘンの断面に現れる年輪の数は、12～20 年と班によって差はあ

りましたが、何れも見事な年輪が見られました。 

 持参の弁当での昼食後、調理道具の後片付けをします。そのあとデザートとして待望のバウムクーヘンを食

べました。どの班も大変美味しいとの事でしたが、子供たちは自分たちで焼き上げたという満足感も大きかっ

たのだと思われます。 

 午後のプログラムは丸太を使ったクラフトです。大小の丸太を玉切りにして、そのままでコースター､絵や字

を描いて名札、時計、二か所に孔を開け､紐を通してぶんぶんゴマ、小枝を削って鉛筆にしたブローチ等です。

このうち玉切りは太い木では、子供には難物です。そこはスタッフ、保護者が手助けをします。作品としては

ぶんぶんゴマと名札に人気があったようです。ただ一つ残念なことは製作中にカッターによるケガが一件あっ

たことです。軍手をすることと、カッターではなく準備した子供用切り出しナイフを使うことを徹底できなか

ったことが反省点となりました。 

イロハモミジの観察 

バームクーヘンを焼く 
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 14 時半頃より感想文を作成して、全員近くの広場に移り閉

会式を実施、各班の感想発表、修了書の授与、理事長が講評

を行いました。各チーム代表による感想は「バウムクーヘン

作りが楽しく、美味しかった」との内容が多くありました

が、「自然とのふれあいが楽しく、知らない人と仲良くでき

てまた参加したい」等、嬉しい内容もありました。 

 最後に子供のみの参加者を引率し、バーベキュー場を後に

パークセンターに向かいました。     (文、写真松田) 

 

 

■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：10月 7日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 45名（JFIK：7 名 地元・地域ボラン 

ティア：8名 ファミリー･子供：20名  

横浜メダカの会：7名 見学･タケ収集：3名) 

作業内容●ゾーン 6 の下草刈り。2 名は刈り払い機、

残りの 6 名は手鎌使用。 ●アジサイ園の除草、草刈

り機 3 台使用 ●こども里山体験班：さつま芋掘り、

午後に里山ジャングルドロケイゲーム、草むしり ●

横浜メダカの会：メダカ緊急避難池の整備、メダカ池

整備 

 

作業 2回目 

日 時：10月 15日（日）雨のため中止 

 

作業 3回目  

日 時：10月 16日（月）10:00～15：00 

参加者：合計 16名（JFIK：6 名 地元・地域ボランテ 

 ィア：10名) 

作業内容●アジサイ園：機械による下草刈り、アジサ

イの花殻摘み・ツル性植物の撤去 ●ゾーン 6 の下草

刈り、このエリアの草刈りは終了 ●ゾーン 8 の草刈

り・除草、しがら柵づくり 

 

 

さつま芋掘りの成果 

クラフトに挑戦 

ゾーン 8の草刈り・除草 
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作業 4回目 

日 時：10月 23日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 13名（JFIK：5 名 地元・地域ボランティ 

ア：8名） 

作業内容：●アジサイ園の剪定、下草刈り ●ゾーン 8

の草刈り、除草、竹林の間伐、古竹・古木の整理、しが

ら柵用の 4m竹準備             (福田記) 

 

 

 

 

 

■神奈川の身近な自然を訪ねて「秋の大雄山 天狗伝説の里と花咲く里山を訪ねて」 

日 時：10月 25日（水）、28日（土）10:00～15:00 

場 所：南足柄市 

参加者：52名（25日 29名、28日 23名） 

スタッフ：菅原、鈴置、久野、広川、吉原、昆野、計６名 

コース：伊豆箱根鉄道大雄山線、大雄山駅（集合） 

大雄山駅バス停(バス)→道了尊バス停下車(以降徒歩)→最乗寺境内散策・昼食→花咲く里山(ざる菊 

鑑賞・地場産品購入)→仁王門バス停(バス)→大雄山駅（解散） 

 

 今回は、箱根外輪山の北東側にあり、年間を通じて温暖な南足

柄市にある、六百年の歴史と自然が織りなす曹洞宗の名刹「大雄

山最乗寺」を訪れました。午後は、田園風景溢れる里山の道を下

り、「ざる菊まつり」が行われている「花咲く里山」を訪れ、帰路

につきました。両日とも、穏やかな秋晴れに恵まれました。 

伊豆箱根鉄道大雄山線大雄山駅に集合し、バスで最乗寺に向か

い、道了尊バス停で下車しました。 

 ここから、大雄山最乗寺の境内を歩きます。最初に、その入り

口である「安気地蔵堂」から「三門」に向けて、スギが林立する

参道を歩きます。歩き始めてすぐに、参加者の皆さんから「まっす

ぐに林立するスギの巨木群に圧倒される」という声が聞かれました。ここ最乗寺の境内（寺領 128ha）には、

26ha のスギ林があり、県の天然記念物に指定され、スギは 15 万本、樹齢 350～500 年と説明すると、皆さんか

ら感嘆の声があがりました。「三門」の手前には、一株から三本のスギが分岐した「親子杉」があり、また境内

には 30本近くの夫婦杉もあります。 

 瑠璃門（るりもん）から書院、本堂に入りますが、その階段下にある石灯篭が階段の両側にあります。その

右側の石灯篭が、その横にあるスギの大木の力で、土台が少し傾いているのを見て、皆さんがスギのパワーに

驚いていました。 

 中庭に入ると、イロハモミジの大きな木の幹や枝に、「セッコク（ラン科）」の白い花が数多く咲いていて、

皆さんびっくりしていました。通常の開花は 5～6月なので、季節外れです。 

 その後、「本堂」、「松平大和守の墓」、「結界門」、「三面大黒天」、「高下駄」、「御真殿」等と回り、「洗心ノ滝」

ゾーン 8の整備 

最乗寺に向かう 
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を経て、中庭に戻り、昼食となりました。 

 途中、「御真殿」脇のボダイジュの下に、たくさんのスミレ（ナ

ガハノスミレサイシン）があり、そしてそれが種子をつけている

のを説明すると、初めてスミレの種子を見た方が多く、歓声があ

がりました。 

 午後は、碧落門（へきらくもん）から中庭を抜け、「座禅石」を

見て、道了尊バス停から杉木立の中の「てんぐのこみち」を下

り、途中で左折し、一般道に出ます。ここからは明るい里山の景

観になり、道沿いにセキヤノアキチョウジ、マツカゼソウ、ゲン

ノショウコ、レモンエゴマ、コシオガマなどの山野草を数多く見

ることができました。 

 その後、花咲く里山につきました。残念ながら、「ざる菊」は、

まだ１分から２分咲の状態でした。これからが見頃になるとのこ

とでした。なお花咲く里山では、地場産の野菜、柿・みかん・キ

ウイなどの果物、エアーポテト（宇宙芋。東南アジア産のヤマノ

イモ科のむかご）、あけびなどが販売されていて、皆さん思い思い

に購入されていました。その後、道沿いにホルトノキやカゴノキ

などを見て、仁王門バス停に到着し、バスで大雄山駅に向かい、

解散しました。                 （昆野記） 

 

■四季の森公園「特定植物観察会～キクの仲間」 

日 時：10月 1日（日）13：00～14：30 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池周辺・里山斜面ほか 

参加者：一般 17名、公園職員 1名、スタッフ：日比野、内間 

 

 朝 10時半時点の予約人数は 11名でしたが、園内放送の甲斐あってか、午後 1時には 55％増の 17名が管理事

務所前に集合していました。広場の木陰で開会の挨拶を行い、キク科の概要を話しました。とても繁栄してい

る大きな科であること、1 つの花に見えるのは頭花といい、筒状花・舌状花と呼ばれる小花の集まりであること、

多くが虫媒花で種子は風散布が多いことなどに加え、重陽の節句、菊の紋章、菊の利用などにも触れました。 

 歩き始めて最初に観察したのは、目の高さにあったシラヤマギクです。図や模型を使って筒状花と舌状花の

構造および雄性先熟について説明し、頭花周辺部の舌状花、中央の筒状花を観察、舌状花は雄しべを欠くのも

確認できました。そばにあった筒状花のみのタイアザミは

開花し始めで、雌しべはまだ伸びていませんでした。 

はす池方面に向かい、池の前でオニタビラコ、ダンドボ

ロギク、ヒメムカシヨモギ、ウラジロチチコグサのロゼッ

トを見ました。外側の総苞片が長いアメリカセンダング

サ、キク科では少数派の風媒花であるヨモギ、舌状花のみ

のアキノノゲシを観察しつつ池北西岸を進むと、コスモス

とジニアの畑です。どちらも中央に筒状花、周囲に舌状花

の構造ですが、ジニアの舌状花は雄しべを欠き、コスモス

の舌状花は雄しべ・雌しべの両方を欠いているのがわかり

最乗寺 座禅石 

 

最乗寺 座禅石 

 

花咲く里山とざる菊 

ジニアを観察 
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ました。ジニアの筒状花は外側から咲いていきますが、様々な段階の花が見られ、随分と時間をかけた観察と

なりました。春の草原に入り、ベタベタする動物散布(付着散布)種子をつけるコヤブタバコとヤブタバコを観

察。タヌキ相手なので花は下～横向きです。ヒヨドリバナ、ハキダメギクが開花している所に寄った後、林縁

の道に戻りました。あし原側に咲いていた風媒花のオオブタクサと虫媒花のセイタカアワダチソウを前に花粉

症を話題にし、日陰に入ってシロヨメナを観察。やや湿った日向に咲いていたユウガギクと異なり、株全体の

枝分かれが少ない代わりに花をつける上部での枝分かれが多く、少し小さめの花が集まって咲いていました。 

 春の草原に戻ったところで時間が押しているのに気づ

き、しょうぶ園で水散布種子をつけるタカサブロウを見る

のを忘れて、はす池南東岸を急ぎ北口方面に向かいまし

た。里山花壇でベタベタ散布種子をつけるガンクビソウ

を、里山斜面を少し登った所でカシワバハグマの蕾と開花

直後のオケラを観察し、キク科の樹木であるコウヤボウキ

の株を見ました。花はまだでした。下に降りて、マルバフ

ジバカマ、コセンダングサ、雌しべが伸びたタイアザミ、

開花前のツワブキとイエギクを確認して北口に戻りまし

た。そこで、キク科の野菜の写真を選ぶクイズをし、続いて

配布資料のリストをもとに観察できたキク科を数えたら 28 種でした。小学校の教室のように、中高年の紳士淑

女が「見た」「見てない」と、声を揃えて楽しそうでした。解散後に一人のお客さんに質問された野菊は、舌状

花が薄紫色であるほかユウガギクよりもカントウヨメナに近い特徴を示していました。見忘れたタカサブロウ

も加えると、スタッフは 30 種のキク科植物を確認したことになります。            （日比野記） 

 

■四季の森公園「自然を訪ねて秋の実りと草花たち」 

日 時：10月 22日（日） 晴 

場 所：県立四季の森公園 はす池・あし原湿原周辺 

参加者：一般 22名（うち JFIK 会員 1名）、スタッフ：佐野(仁)、鳥越、吉原 

 

 絶好の観察会日和でした。前日までの予約人数は 19 名、1 名キャンセルで当日申し込み者を加え、定員超え

の盛況でスタートしました。以下、リーダーの開会の挨拶です。「秋は植物たちの活動の集大成で、自らは動く

ことができない植物たちは色々な戦略を駆使して次世代を担う種子達をなるべく遠くへと旅立たせようとしま

すし、また厳しい冬を越すための準備も着々と進めています。そんな秋の自然の様子を楽しく観察していきま

しょう。」と、いうわけで、今日は、花よりも実や種子に着目する観察会になるようです。 

 北口広場で色づき始めたカツラの木を見上げると、小さなバナナの房のような黒っぽい実が成っていました。

地面を探すと落ちているものもあり、紙の上で振ったり割ったりすると中からたくさんの種子が出てきます。

よく見ると種子には翼がついており、本来は樹上で実が裂けて中の種子が風で飛ばされる風散布種子だそうで

す。 

隣の木を見ると、全くバナナが成っていません。こちらは雄株。カツラは雌雄異株だそうです。北口広場では、

エノキ、ケヤキ、アキニレ、コトネアスターなどの実を観察し、それぞれの生存戦略を学びました。公園では

いろいろな樹木の実を見ましたが、コブシの拳のような集合果が裂けて赤い種子が見え、さらにそれが糸を引

いてぶら下がる様子は印象的でした。鳥へのアピールの一つとのことです。また、カエデの翼果がくるくる回

りながら落ちていく様子を見て、かなり滞空時間を稼げることがわかりました。 

 草でいえば、ツリフネソウとゲンノショウコの自動散布。自動散布ですが、指でつつくとパチンと弾けて他

キク科の野菜当てクイズ 
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動散布。ちょっと快感でした。実際にはパチンという音はしませんが。ゲンノショウコは開花しているもの、

実をつけているもの、種子を飛ばし終えて神輿の屋根のような形になっているものと、いろいろ見られました。

付着散布にはガンクビソウの仲間のような粘着物質によるものと、ヌスビトハギやキンミズヒキなど棘々によ

るものとがありました。チヂミザサは一見棘々のようで実はベタベタの粘着物質による散布でした。ガンクビ

ソウやヤブタバコのベタベタした瘦果は下～横向きについており、タヌキなどの背中につきやすくなっている

とのことです。木の話に戻りますが、ヤマボウシの実は集合果で鳥が飲み込むには大き過ぎ、サル相手の被食

散布で、同じ仲間のハナミズキの実は 1個ずつ独立して小さく、サルのいない北米産で鳥相手の被食散布だとい

う話も面白く聞きました。また、風散布のセンニンソウやトネアザミの実もとてもきれいでした。（日比野記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■室内勉強会「自然豊かな高尾山」 

日 時：10月 13日（金） 19:30～21:00 

講 師：石川雄馬（H30） 

会議方法：Web(Zoom)利用のオンライン会議 

参加者：足立(正）、内間、角田、梶浦、加納、久保、蔵田、佐野(仁）、菅原、鈴置、鈴木(敏）、高田(裕）、 

田口、中澤(均）、西岡、塙、羽田、日比野、廣瀬(朗）、福田、三樹、山内(良）、山本(明）、 

山本(洋）、吉原、吉無田、和田(正）、嶺、佐藤(淳) 計 29名 

 

今回のお話のダイジェストは、次の様な内容でした。 

高尾山と自然について 

標高 599m の国定公園である事、登山者が年間 200〜300 万人いる事、昆虫が約 5000 種いて日本 3 大昆虫生息

地である事、花の 100 名山であり植物が約 1600 種、屋久島、富士山と面積対比などから豊かさが紹介され、暖

温帯と冷温帯の境を表す植生分布図を用いて種が多い説明がありました。また、1 号路（男坂と女坂の分岐）を

境に暖温帯と冷温帯それぞれで常緑広葉樹林帯と落葉広葉樹林帯が存在します。今の高尾山で見る事が出来る

ブナやイヌブナが見られなくなれば、周辺では絶えた事になるだろうという話もあり、気候変動の影響を考え

させられました。 

 

高尾山の歴史について 

2020 年に日本遺産に登録された事、約 1300 年前の開山から殺生禁断の山である

事、薬王院の本尊が飯綱大権現という天狗である事、実は天狗である云われにム

ササビと勘違いした説がある事。ここからムササビの話になり、山腹に推定 100頭

が生息する事、種子や葉の可愛らしい食べ痕も紹介され、生息可能な豊かな環境

である事の確認、観察マナーなど環境への配慮も喚起されました。 

トネアザミの瘦果 センニンソウの実を観察 

ムササビ食べ痕 
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 ビジターセンターについて 

職員の取組紹介として、登山ルールやマナーの発信と普及、登山者や東京都

レンジャーとの情報共有や連携、散策路外の踏込みや盗掘、野生動物や放置ネ

コの餌付けやゴミ問題、ナラ枯れ対応、近くの御岳山を事例にして近年増えた

シカによる獣害（下草や低木の枝葉が無くなる）を警戒している事、その他に

自然や歴史と文化紹介の展示や体験プログラムを行っている事が紹介されまし

た。 

 

ここからは、お話を聞いて思った事を書きます。 

登山者が多い事は周知の通りで、その為近い割にあまり近づかない理由なのですが、300 万人もいるとは驚き

でした。植物種の多さについて、以前ブラタモリで放送（2016 年、そんなに前か!?）された高尾山の回でも紹

介されていましたが、高尾山だけでこの数は「とても凄い事なのです！」と力説され「ほう、そんなにすごい

事なのか・・」と、同様に植生地図のフリップで、周辺全てが人工林で高尾山の自然林だけが大海中の孤島の

様に象徴的に表され「なるほどね・・」と、当時興味覚えた事を思い出しました。この事は北条氏がこの地を

寄進した際定めた竹林伐採禁止の法が、後の江戸幕府や皇室、国により殺生禁断の地として受け継がれた事

に、縁と歴史を改めて感じました。 

  

付け加えたい高尾山と周辺の特徴に小仏層があります。砂岩と泥岩がミルフィーユ状に重なる岩で、岩であ

りながら地層表面に保水と根張りに適した無数の隙間がある、この地質と南北に分ける地形、気候帯の境が揃

う稀な環境も面白く、江戸時代に流行る富士詣で女人も入れる地として栄えた事、明治を経ても鳥居を残した

まま神仏習合の寺院である事など、歴史的にも興味尽きない所も再確認しました。 

  

シカの話題では、具体的な獣害が出ていないかが気になります。また今年は、高尾山でもクマ目撃がニュー

スになっています。私の生活圏でもある隣山、町田市にもクマが出たとニュースがあったばかりです。獣に罪

はないので悩ましく感じます。 

  

以上、私にとって「自然と歴史に豊かな高尾山」のお話でした。             (和田(正)記) 

 

■山こい倶楽部第 97回「明星ヶ岳・明神ヶ岳」 

日 時：10月 21日(土)晴 

場 所：明星ヶ岳・明神ヶ岳 

参加者：辻(リーダー)、松井(サブリーダー)、引田、和田(昇)、田口、田川、篠田、鈴木(康)、塙：計 9名 

行動時間：5時間 35分 

歩行距離：約 11km 

コース：小田原(バス)→宮城野橋バス停→大文字焼き展望ポイント→明星ヶ岳→宮城野分岐→明神ヶ岳→ 

最乗寺下山口(昼食)→神明水→道了尊(バス)→大雄山駅 

 

明星ヶ岳（標高 924m）、明神ヶ岳(標高 1,169m)は、共に箱根の古期外輪山を形成する山々で、まったりとした

山容は、秋の一日を楽しむには申し分のない山である。 

今回の登山口は箱根の宮城野橋。住宅地を抜けしばらく展望のない山道を辿ると突然開けた大文字焼きが行

われる草地に出る。毎年 8 月 16 日に花火と共に火が灯されるそうである。再び暗い樹林の中を登り続け稜線に

高尾ビジターセンター 
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出る。近くの明神ヶ岳山頂の展望はなく、ほとんど水平であるため山頂の表示がなければ山頂の場所はおぼつ

かない。 

明神ヶ岳に向け樹林帯と灌木帯が繰り返される登山道を進む。途中アキノ

キリンソウ、リュウノウギク、ヤマハッカ、リンドウ、ウメバチソウ、フジ

アザミ、ガマズミの赤い実などが目を楽しませてくれる。外来種のマルバフ

ジバカマの白い花が麓から山頂まで目立って繁茂している。シカが積極的に

食べないことが急拡大した原因だと言われている。また今夏の猛暑で紅葉が

どのような変化を見せるか興味があった。当然何らかの変化が見られると思

われるが、箱根地区の紅葉は例年

10 月下旬から 11 月で一部が色づ

き始めた木々も見られたが今しばらく様子を見ないと判然しない。

明神ヶ岳の山頂での昼食は雲に覆われてしまったため気温が下がり

早々と下山を開始する。 

下山路は９年前の山こいと反対に最乗寺へと下ったが、急な斜面

の登山道は流水で深く削られ狭い足場にバランスを崩すほどの道に

変わっていた。また所々現れる草の斜面も花はほとんど見られなか

った。箱根の山々、相模湾に浮かぶ江ノ島など遠く臨む景色に変化

は感じられないが、身近な自然は確実に変化していると感じられ

た。                                                （松井記） 

 

■森こい倶楽部 第 49回 

開催日：9月 3日（日）曇のち晴  

イベント名：大山街道二子～溝口、宿場の名木古木と史跡（川崎市高津区） 

参加者：山路、戸田、西岡、角田、田川、日比野、鈴木(康)、会員外 2名、 

スタッフ：久野、廣川、石川(雄一)   合計 12名：会員 10名、会員外 2 名 

コース：二子新地駅     →大陸天社公園→二子塚跡→二子坂戸緑道→石橋供養塔→果樹園（梨）→安養院→御嶽

神社→正福寺→白髭神社→北見方公民館     →東高津公園→諏訪天神塚古墳→馬頭観音→小黒恵子童謡記念館→

明王院→諏訪神社→一本松の碑→二子新地駅（スーパー富士ガーデン     ）→二子の渡し→岡本かの子文学碑・

二子神社→大山街道→大貫家跡→光明寺→溝口緑地・國木田独歩の碑→灰吹屋→大山小径→民権運動と上田家

→大山街道ふるさと館    →濱田庄司ゆかりの家→糀ホールとギャラリー糀→二

ヶ領用水と大石橋→溝口神社→宗隆寺と御会式・万灯→真宗寺・金色お守り大

仏→（武蔵）溝口駅    （東急田園都市線・JR南武線）、歩行 8㎞ 

 

二子新地駅に時間通りに集合し、本日の行程の案内があった後準備運動をし

ます。前半は、二子と果樹園、後半は大山街道、全体を通して二ヶ領用水につ

いて案内を進めます。天気予報では絶好の「曇天」だったのですが、生憎の

「晴天」になってしまいました。ただ、空には「低く垂れこめた雲」があちこ

ちに見られ曇りが期待できます。西口を出て大陸天公園に向かいます。大六天

魔王のことを解説し保存木であるイチョウを観察しました。次は「二子」の地

名の由来になった「二子塚」を目指します。二子塚は「大きな塚が二つ」あっ

たとされ、これが「二子」の地名の由来となっています。近くに二ヶ領用水が

 

明神ヶ岳山頂 

 

ガマズミ 

オオケタデ 



JFIK会報 2023年 11 月号 

- 14 - 

流れ、若干季節外れの「ネムノキ」が咲いており特徴ある頂生花について広川さんから詳細な解説がありまし

た。二子坂戸緑道と通り、安養院と坂戸御嶽神社を訪れました。この辺りは水はけのよい土地柄「ナシ園」が

多くあります。梨には「赤梨」と「青梨」がありますが、こちらは「赤梨」が多く生産されています。続いて

「小黒恵子童謡記念館」を見学します。著名な童謡作詞家である小黒恵子氏の功績を称える記念館です。小黒

氏の作品の案内や貴重なオルゴールを拝聴しました。その後、諏訪神社を経て「諏訪の一本松跡」です。かつ

て村の目印として皆に親しまれていました。前半はここまで。後半は「大山街道」です。森こいの多くのイベ

ントで大山街道は登場します。なぜなら、大体どこの街道も大山街道と繋がっていることが多く、大変重要な

街道であります。大山街道は大きな街道だったので、「人、物、金、情報」が流れどんどん栄えてきました。街

道を歩きながらそんな昔に思いをはせます。大山街道の歴史を発信する「大山街道ふれあい館」で歴史を深堀

しました。一方、文化的にも重要な街であります。小説家岡本かの子、芸術家岡本太郎親子の実家は街道沿い

にあり、多くの文豪たちが訪れていたとありました。溝口緑地の歴史については、参加者の日比野さんから詳

細な解説があり大変勉強になりました。 

「ふたご」「ふたこ」と「溝口」「溝の口」「溝ノ口」、地名の読み方や標記がまちまちですが、調べると中々興

味深くついお隣に話したくなってしまうようなことにも出会えた森こいでした。      （石川(雄一)記) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■森こい倶楽部 第 50回 

日 時：10月 8日(日) 曇 

テーマ：淡水魚の里・水郷田名、相模川段丘の自然と史跡（相模原市中央区） 

プラス Oneテーマ:段丘崖線の樹林 

参加者：足立、角田、梶浦、高田、田川(裕)、戸田、塙、引田、皆川、山路、石川、金子、久野、広川、会員

外 4名、合計 18名 

コース：JR・京王橋本駅→(バス)→田名 BT→田名小学校→大杉公園(田名氏館跡)→相模田名民家資料館→蚕影山

→烏山領高札場旧跡→秋葉大権現→山王坂・徳本念仏塔→相模川滝の渡し→宗祐寺→相模川幹線用水

路(大堀)→相模川ふれあい科学館(昼食)→割烹旭屋→田名八幡宮→新堀用水路(烏山用水)→大鷲神

社・稲荷社→花と芝生広場→高田橋→江成久兵衛土手→久所の渡し→相模川散策路→万平穴→弁天ど

ぶ→望地弁財天→望地河原開発記念碑→望地キャンプ場→遊歩道→望地渡し→やつぼ→六地蔵→馬の

つくろ場→金井家先祖の墓→稲荷社→南光寺→山王社→田名 BT→(バス)→JR・京王橋本駅 

概 要 

県央を流れる相模川の中流河岸に接する水郷田名は、相模川の陽原(みなはら)面と田名原面の河岸段丘面に

古くから開け、落ち着いた町並みの中に、渡しの跡、水田開墾と用水路、領主屋敷跡、古刹・神社などの史跡

が多く、保存樹木などの林も広がります。 

集合写真 岡本かの子文学碑前にて 

 

溝口神社 
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橋本駅からバスに乗り終点の田名バスターミナルで下車。まず向っ

たのは相模田名民家資料館、ここでは地域の主要な産業だった養蚕や

生糸生産などに関する貴重な資料を展示しています。また、すぐ近く

には養蚕の神として信仰を集めた蚕影山もありました。かつてこの地

が下野国烏山領であったことを示す制札場旧跡、秋葉大権現、徳本念

仏塔を見てさらに進むと、山王坂の切通に差し掛かります。ここでは

陽原面が相模川の河床だった証の丸い河原の石が岩盤の上に現れま

す。 

さらに坂を下り相模川の滝の渡し跡に達し、ここからは相模川氾濫

原の低地を進みます。かつて田名学校が置かれた曹洞宗の古刹宗祐寺

に参拝し、相模川幹線用水路(大堀)沿いにある相模川ふれあい科学館の前庭

で昼食をとった後、入館。相模川の源流から海に至る 113km を 40ｍの水槽で

表現した「流れのアクアリウム」は見応えがありました。 

かつて雨乞いの神事が行われた田名八幡宮からは整備された新堀用水路(烏

山用水)の遊歩道を歩き、高田橋へ。かつてここは久所の渡しがあった場所。

相模川沿いを南に進むと弁天どぶ、どぶとは水がよどんでいる場所。ここか

ら南は望地(もうち)地区で、江戸時代から苦労して水を引いて水田をつくっ

ては、氾濫で流されてと苦難の末に、昭和 20 年代になってやっと整備された

水田があります。 

再び陽原面へ急な坂を上り、六地蔵石仏群、望地地区の発展に尽力した金

井家先祖の墓、稲荷社、かつて宗祐寺とともに田名学校が置かれていた古刹

南光寺、山王社などに立寄りながら田名バスターミナルまで向かいました。 

この日は猛暑が収まり涼しい風の中、陽原面と相模川氾濫原の高さの異なる

2 つの面を散策し、河岸段丘の成り立ちや、先人が苦労して水を得た歴史に思

いを馳せる一日でした。                    (金子記) 

 

 

 オリーブ樹に魅せられて 

 

                                   R4 加藤 準一 

 

リレーエッセイ 
 

オリーブ樹園収穫風景 

相模川ふれあい科学館 

新堀用水路(烏山用水) 
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私は、R4 加藤準一と申します。そもそも私が森林インストラクターという資格に挑戦したきっかけは、近く

の森の中にある「神奈川県立足柄ふれあいの村」（南足柄市）という様々な自然活動体験ができる野外教育施設

に孫と一緒に毎月行われる「自然観察会」に参加していたところ、「きんたろうキャンプ（神奈川県不登校対策

自然活動体験事業）」で活動ボランティアを募集している張り紙を見てボランティア活動を始めてみました。だ

が、これまで森林での活動経験は、地域の共有林の植林や下刈り、間伐、枝おろしといったことを行なってき

てはいるもののしっかりとした知識や経験も少なく、「これでは、参加している子ども達に教えるなんて立場に

ないな」と思い森林インストラクター試験に挑戦しました。 

また、私の居住する所は箱根の東側外輪山（明神ヶ岳）の東麓位置にある里山風景の長閑なところでありま

す。これまで、ここの丘陵地にはみかん畑が多くあった所ですが、高齢化とともに農業後継者も少なくなり、

畑も荒廃地化してきています。 

そのような中、私は、イタリア料理店を経営していたこともあって、そこに、「太陽

に焦がれし！」オリーブ樹を植えてみました。以来 10年が過ぎ、樹木は台風や病害虫に

遭いながらも育ち、たわわに青い実をつけるようになりました。その実からオリーブオ

イルを搾汁し、「その品質は？」と問い、世界最大規模のニューヨーク・オリーブオイ

ルコンテストに出品してみました。最初の出品の 2018 年は銀賞で 2019 年、2020 年と

続けて金賞を取ることができました。この地でのオリーブ樹栽培においては、オリーブ

樹原産地（シリア〜地中海沿岸）とは全く気候が逆です。 

オリーブ樹というと国内では気候が温暖な瀬戸内海の小豆島がよく知られています

が、神奈川県におけるオリーブ樹栽培の歴史としては、1862 年（文久 2 年）医師林洞海

が日本で始めて苗木を輸入し、横須賀に薬用目的で栽培したとあります。残念ながら結

実することなく枯れてしまったようです。 

今では、県内各地でもオリーブ樹の栽培が行われるようになり、また、個人の住宅地にも南欧風の庭にと、

葉の濃緑色と裏の銀白色が風にそよぐ姿に魅せられてオリーブ樹が植えられ親しまれています。 

オリーブ樹は、モクセイ科のオリーブ属で常緑硬葉植物ですが、この地では５月

末になると白色の小さな花を付け、実は秋に緑色から次第に赤紫色を帯び、やがて

は黒色になり油分を含んで完熟します。 

今年は、例年になく高温で、台風の直撃にも遭わず、良質な実がなり、これまで

の中でも香り、味と最高のオイルが出来たと

オリーブオイル・ソムリエとして自負してお

ります。 

紛争の続く彼の地では、樹齢 100 年もの

オリーブ樹も被災しています。旧約聖書の

ノアの方舟の鳩がくわえてきたオリーブの葉、平和の象徴として国連の

旗のシンボルにオリーブの枝が、そして勝手ながら「幸福をもたらす贈

り物」にオリーブオイルをと苗木を増やして栽培中であります。 

  

金賞受賞 

オリーブ樹の花  

結実したオリーブの実 
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「しらすどん」 

作・絵 最勝寺朋子  

書 名：しらすどん 

出版社 : 岩崎書店 

発売日 : 2021/7/31 

版 型 : 215 mm×257 mm 32ページ 

定 価：1400円＋税 

 

 本書は子ども向けの絵本ですが、その内容は、子どもから大人まで、

食というものあるいは生物の命ということを深く考えさせられるものと

なっています。最近流行りの SDGs の副読本としても使えるように思い

ます。 

お母さんに作ってもらった「しらす丼」に残った「しらす」の代わりに「りょうくん」の不思議な旅が始ま

ります。その先はネタバレになるので詳細は書きませんが、見方によってはかなりシュールで残酷なので、と

ても子どもには見せられないという大人の感想もありました。しかし、実際に子どもたちに見せると、途中か

ら真剣な顔つきになり、最後にはまた読んでという場合が多いといいます。大人が思っているほど子どもは繊

細でないのか、あるいはそれを通り越して理解度・寛容度が高いのかは分かりません。 

 作者の最勝寺朋子さんは、1989 年神奈川生まれの絵本作家ですが、この絵本が初めての作品だそうです。妙

に細かい描写や表現があったりするのは、鳥取大学地域学部地域環境学科で専門的な教育を受けられ、卒業後

はタウン誌の記者になったり、小田原の川や海でのゴミ拾いをして海洋プラスチック問題を考える市民グルー

プのリーダーであるということもあるでしょう。しかもそれだけでなく、「しらす」に関する専門的な書籍を読

み、実際にダイバーの資格を取って「しらす」と一緒に海で泳いだり、「しらす漁」の船に同乗したり、博物館

や水族館あるいは神奈川県水産技術センターに通ったりしながら「しらす」のことや海のこと、環境や食のこ

とに関心を持ち続けてきたことがこの物語を広く深いものにしていると考えられます。 

 神奈川とくに江ノ島周辺では「しらす丼」が名物になっているので森林インストラクターの中にも好きな方

が多いに違いありません。私はこの絵本を見てから、「しらす」はおろか茶碗にこびりついたご飯の一粒も残さ

ないようになったので影響は大きいといえます（今さら！？）。「しらす」の中に混じっているさまざまな生物

を探す楽しみもありますが、ぜひこの素敵な絵本を一読されてシュールだけどすごく現実的な世界に旅してみ

てはいかがでしょうか？子どもたちだけでなく、きっとまた大人も「しらす丼」が食べたくなるに違いありま

せん。                                         （佐野淳之） 

 

  

月刊ブックレビュー 



JFIK会報 2023年 11 月号 

- 18 - 

  



JFIK会報 2023年 11 月号 

- 19 - 

 

 

 

 

10月度の会員異動 

10月27日現在  会員数160名 

 

月例会がweb会議で開催されました 

日 時：10月27日（金）19：30～20：30 

場 所：ZOOM 利用のリモートミーティング 

出席者：理事11名、監事1名、会員3名 計14名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 

 

会費納入のお願い 

令和 5年（1月～12月）の会費納入をお願いします。 

会 費：メール会員 3,000円、郵送会員 4,000円  

納入期日：令和 5年 2月末日。 

■振込先 横浜銀行 戸塚支店（359）  口座番号：普通預金 6174917 

 名 義：ＮＰＯ法人 全国森林インストラクター神奈川会  

    （エヌピーオーホウジン ゼンコクシンリンインストラクターカナガワカイ） 

 

なお、横浜銀行のカード振込をされますと手数料がお得です。横浜銀行に口座をお持ちでない方も横浜銀行の

ATM から振込をされますと若干ですが手数料が安くなります。 

※【お願い】全ての会員におかれましては、銀行振込での会費納入をお願いします。 

ご質問等ありましたら、会計担当 石川までご連絡下さい。メール：amelieamelie92@gmail.com 
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掲 示 板 

編集後記 

もう 11 月なのに真夏日が続き

ました。森こい倶楽部で鎌倉

の常盤山緑地を歩きました。

汗びっしょりかきました。終

わった後のビールの旨いこ

と。季節外れでもいいことは

ありますね。（かじうら） 

森の散歩道でレモンエゴマ

を見つけました。名前のと

おり、とても癒される良い

香りがしました！ (松山) 
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